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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、子宮腺筋症の子宮内膜基底層において、ケモカインリガンド26(CCL26)の発

現上昇を認め、CCL26が子宮内膜上皮細胞の上皮間葉転換を誘導することを示した。子宮

腺筋症におけるCCL26発現上昇が、本症発生の初期段階に関与するのか、二次的に発現が

上昇するのか、今後さらなる研究が必要である。本症の確定診断には摘出子宮の病理組織

検査を要するが、本研究では非侵襲的に採取可能な子宮内膜組織を用いており、CCL26が

本症の早期診断に有用な分子マーカーとなり得ると考えられる。 

 


